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令和６年度 第３回 在宅医療・介護連携推進部会（R6.12.17）まとめ 

 

１ あいさつ（部会長） 

   

２ 報告事項 

⑴  やまびこ東郷、かけはしの事業について  

ア 町説明 

在宅医療・介護連携推進事業の更なる推進のため、令和６年５月からやまびこ東郷を立ち上げ、委託 

をしている。多職種の連携で、特に医師との連携で東名古屋医師会が運営母体であるやまびこ東郷に、

医師と連携できる研修会（えがった会議、やろまいミーティング）の企画及び運営を依頼。その他、電

子＠連絡帳について、8月に多職種カンファレンスで、基礎研修を 1回実施したのみであり、令和 7年

2月 26日（水）午前 10時から電子＠連絡帳のプロジェクトチームを立ち上げる予定。電子＠連絡帳に

ついて、普段使われてる皆様と現状や使い勝手等について意見交換をする場とする。通知は後日の予定、

積極的な参加をお願いする。 

  イ やまびこ東郷説明 資料１－１ 

    ●「え（e）がった会議」の開催 

    医師とのネットワークづくりを目的として、９月２６日（木）に日常の療養支援での連携をテーマに

実施。ホストはアガペクリニック 医師 伊藤志門氏、和合の里 ケアマネジャー田邊氏。入退院支援

に関することなど幅広い内容の意見交換を実施。意見交換がしやすい会となるように、要望等を集約し

て今後に生かしていく。 

    ●やろまいミーティング with名古屋記念病院 

    町外の病院とのネットワークづくりを目的として、１２月５日（木）に実施。「退院支援の仕組み」

について地域連携室 MSW 等により説明、「賢い救急外来のかかり方」について名古屋記念病院 副院長 

粥川医師より講義があった。盛りだくさんの内容であり、時間が足りなかったとの意見もあり、次回以

降検討していく。 

   その他、資料のとおり。 

  ウ かけはし説明 資料１－２ 

    ●多職種協働による在宅チーム医療を担う人材育成研修会 第 1回目 

    豊明市重層支援センターの取組についての報告。地域のその専門職が日々困難な事例にあたる中で

最大限効果を発揮するためにどういったことができるのかという主旨。東郷町でも重層的支援体制整備

事業が開始する際は、協力をしたい。 

●かけはし一歩塾 第 27回～第 30回（4回開催） 

第 30 回 自立支援において重要なセルフマネジメントについて報告。ケアプランを立てていくにあ

たって、回復を目指すというところのシフトチェンジの部分について、ケアマネジャー連絡協議会等の

他の場でも実施をしてほしいという意見があったため検討をしていく。 

 

⑵ 令和７年度在宅医療・介護マップの改定について 

令和５年度に作成した在宅医療・介護マップの改定を令和７年度に予定している。新規で開業された

医療機関も多くある。掲載内容について、追加・修正などの意見があれば随時受け付けている。電子＠

連絡帳等で意見をお願いしたい。 
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⑶ 令和７年度在宅ケアを考える会 inＴＯＧＯの日程について 資料２ 

令和７年度在宅ケアを考える会 inＴＯＧＯについて、電子＠連絡帳のプロジェクト上でアンケートフ

ォームを立ち上げた。現在４名のみ回答されているが、回答率が伸びない。１２月中までは様子を見て、

年明け以降は、多職種ミーティング等の現場で、紙媒体で配布する予定。自由記載形式のアンケートに

したが、選択式のアンケートの方が回答がしやすいのではないかと意見があった。 

 

３ 議題 

⑴ 令和６年度在宅医療・介護フェアについて 資料３－１、資料３－２ 

当日の会場準備は、高齢者支援課、やまびこ東郷、かけはしの３者で基本的に進める。展示コーナー

の準備について、各コーナー出展関係者は午前１１時以降適宜集合し、各自コーナーの展示をセットす

る。昼食会場として、ランチルームの使用は可能。午後０時 30分には、イーストプラザいこまい館多目

的室Ａの前に集合し、当日の流れ・役割分担等について説明予定。講演会終了後、野田医師と登壇者と

部会委員の希望者は、野田医師との懇親会を実施予定。時間は確認中。展示コーナーについて、現在調

整中。随時、電子＠連絡帳にて情報を掲載予定のため確認をお願いする。 

 

⑵ 令和７年度在宅医療・介護フェアのテーマについて 資料４ 

   災害（ＢＣＰと絡めた内容）が最も多く、その他、認知症（オレンジランプの映画上映、在宅での受療

支援等の実際）、看取り、日常療養支援（かかりつけ医、自分のことをうまく伝える方法など）、フレイル

予防が候補に挙がった。意見をまとめ、来年度の部会で決定する予定。 

 

⑶ 町としてのＡＣＰの取組の進め方について 資料５ 

令和６年度第２回の部会で出た意見の集約結果と令和６年１２月１１日多職種ミーティングのグル

ープワークで出た意見の集約結果の説明をした。時間の関係で部会委員からの意見をいただく時間は設

けることができず、電子＠連絡帳で意見を募集する。 

今年度は、資料５＜令和６年度の予定＞のとおり進めていく予定。 

 

   

以上 


